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～食材と作り手の、出会いとあゆみ～

写真／新井由己　協力／南っこ

】編者産生【 回4第

みつはるかと安藤正広
安藤正広さん

ゆっくり時間をかけて焼き
芋にすると、蜜のような甘
味が出てくる。

南っこ http://www.minamikko.com/

①みつはるかの貯蔵庫②安藤さんがこだ
わる丁寧な収穫作業③葉と茎を切ってか
ら、マルチをはずしたところ④芋は複数
つながったままコンテナに入れて運ぶ⑤
芋の水分が落ちついたら切り離し、洗浄
してから貯蔵庫で寝かす

① ②

③ ④ ⑤


